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１ 希望の格差社会 

 ほんとうに「格差社会」なのか？ 

 主観的意識における格差の拡大 

 「将来についての希望」の格差 

 

２ 希望は「心」の問題なのか？ 

 「フリーター」から「ニート」へ 

 「引きこもり」と「ニート」 

 「ニート」を生み出す社会経済構造 

 社会経済構造と主観的意識の「ずれ」 

 

３ 希望が問題とされる時代 

 「自己責任」の時代 

 自己点検、自己評価、自己規律化の文化 

 残される動機の問題 

 今の段階で結果をはかれない仕事への関与 

 

４ 政治は希望の問題にどう取り組むべきか 

 各個人が「将来についての希望」を持てるために 

 ジョン・ロールズの正義論：市民の人生の見込みに関する不平等の是正 
 アマルティア・センの福祉論：各個人にどれだけ「生き方の幅」が許されているか 
 
５ むすび 
 社会の基本的原理への信頼感の醸成 
 集団的アプローチから個人的アプローチへ 
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